
共同研究

【中間報告】会計 ビ ッグバ ンに よる

企業経営の変革

代表者 藤田
柳 田
木下
高瀬

久
仁
嶽
章

昌

照
智

本研究 プ ロジェ ク トは、会計 ビ ッグバ ンが わが国の企業経営 に どの ような影響 を

及ぼ し、企業がそれ に どの ように対応 してい るのか を考察す るこ とである。各 メ ン

バーの特定の研 究分野の視点か ら、最近の問題点 を以下の ごと く検 討 している。

「会計 ビ ッグバ ンに よる企業経営 の変革 と

会計制度」
藤田 昌久

バ ブ ル経 済 の 崩壊 に よ って 、企 業経 営 に大 変 革 が発 生 した 。一 つ は企 業 の枠 組 み

の再 構 築 、 す なわ ち コー ポ レー ト ・ガバ ナ ンス の確 立 で あ る 。 わが 国の企 業 は世 界

的 に注 目され 、高 い評価 を得 た 「日本 的経 営」 に支 え られて繁 栄 して きた。 しか し、

度 重 な る企 業不 祥 事 や政 官 財 の癒 着 に よ って 、 日本 的経 営 は十 分 に機 能 しな くなっ

て しまい 、新 しい 時代 に対 応 す べ きコー ポ レー ト ・ガバ ナ ンス の確 立 が必 要 とな っ

た。

も う一 つ は 国 際化 、情 報 化 の 進展 に よっ て企 業 会計 制 度 の変 革 を余 儀 な くさせ ら

れ た。 当該 問題 の 具体 的 な発 端 は 、1999年6月 に発 生 した 「説 明(legend)」 問 題

で あ る。 この 問題 は 、 「この 決算 書 は 日本 の基 準 に従 って作 成 され て お り、 国 際 的

に通用 す る基 準 に従 っ た もの とは異 な る」 とい う説 明文 を記 載 す る こ とが義 務 づ け

られ た 。 この意 味 は、 日本 の会 計 基 準 が 国際 的 に通 用 す る もの で は ない とい う こ と

で あ る。 ま さ に 日本 の 会計 監 査 が 国際 的 な信 頼 性 を失 って しまった とい う こ とで あ
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る。 さらに、国際会計基準委員 会(IASC)が コア ・ス タ ンダー ドの全項 目につい

て国際会計基準 を設定す る作業 に着手 し、2000年5月 に全項 目が完成 した。証券 監

督者 国際機i構(10SCO)は 同月 に、加盟 メンバ ーに対 し30の 国際会計 基準 の受 け

入 れを勧 告 してい る。 これに よ り国際会計基準 に基づ く財 務諸表 がアメ リカを含 む

各 国の証券取 引所 で受理 される ようにな り、企業情報の国際的比較性が格段 に向上

した。 こ うした状況 の下 で、 わが国の会計基準 の改正、新基準 の導 入そ して関連法

規 の改正が行 われたのである。

当該 プロジェク トにおける小 生の調査研究 は連結会計、連結納税 、減損会計 に焦

点 を絞 って進行 中であ る。

(経営学部教授)

愛知国際万博と環境配慮
柳 田 仁

2月 下旬 に、愛知国際万博 の開催者であ る(財)2005年 日本国際博 覧会協会 、愛

知県 国際博推 進局、長久手 町役場 、瀬戸 市役所 での ヒア リング、会場 になる長久手

町の青少年公 園、瀬戸市の海上 の森 を視察 して きた。

愛知 万博 で、 「環境 、環境 と騒 いでい るの はマ ス コ ミだけだ」 と暴 言 を吐 いた担

当者 もいたが、 ほ とんどの関係者 は親切 に対応 して くれ、造成 中の会場 まで案 内 し

て くれた担当者 もいた。

1愛 知国際万博の開催経緯

ハ ノーバ ー万博 開催 以前 か ら準備 して きた愛 知万博 も漸 く開催 準備が軌 道 にの

り、訪問 日の2月25日 には 「開催 日まで後759日 」 と電光板 に流れ ていた。 開催 ま

で ち ょうど2年 前 の本年3月25日 には行事 を予 定 している とい う。

2年 前 の前 回の訪問時 には、 まだ開催 の賛否 を問 う声 が処処 で聞かれた。その直

後の堺屋太一氏 の会長就任 ・辞任 と計画が二転三転 したが、落着 くべ きところに落

ち着いた ようであ る。

2現 在の準備状況

全体 的 に は、 土 地造 成 中 とい う とこ ろが 多 い。

出展 企 業 ・団体 も9グ ル ー プが 漸 くそ ろ っ た。前 回の 万博 の よ うな 申込 数 はな く、
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